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日新製鋼周南OB会会報

～周南再訪～

下松市花岡福徳稲荷社「きつねの嫁入り」

　豊作を祝うお祭りで、毎年11月３日に開催される。
奇祭として全国から観光客が足を運ぶ。嫁入り行列は勘
場跡地から花岡駅までの旧山陽道をゆっくりと往復する。
往路と復路の間で花嫁衣装のお色直しがされ、最後は三
三九度が交わされ祝福のうちにお開きとなる。夫婦役は
地元の独身男女。誰かは秘密で、選ばれると新婦役の娘
さんは良縁に恵まれるという。花岡福徳稲荷社は商売繁
盛、福徳円満や火災盗難などの災から守ってくれるお稲
荷様でもある。（撮影　田村賢三）
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長嶺次長による活動報告

議事進行中

廣中一農夫さんと清水政雄さんに
米寿記念品贈呈

栗原健郎さんの乾杯で懇親会に

岡村昭さん山本尚布さんの万歳三唱

感謝と、再会を約束して

また一年後に元気で

懇親会

再会の記念撮影

物故者への黙祷

来賓紹介

総会風景

開会を待つ

所歌とともに入場

総合司会の加藤事務局長

～総会次第～

特集
報告

　ご安全に。第35回日新製鋼周南OB会
の総会を開催するにあたり、ご多忙中の
ところ、周南製鋼所から早川所長、労働
組合から新村委員長を始めとして各々の
幹部・役員のご臨席を賜りありがとうご
ざいます。
　今年の周南OB会総会の参加者は263
名であり、関東地区や阪神地区からもこ
られています。一番の年長者は山本尚布

さんの97歳で元気に参加されています。皆さん１年ぶりの再会の方もおら
れると思いますが、お互いの旧交を楽しんで頂きたいと思います。
　先日周南製鋼所では、60周年の記念事業の一環として工場見学会が行わ
れました。1ZMを見ましたが、私が昭和40年に入社して、周南製鋼所に配
属されると同時に３か月間現場実習を命じられた職場です。1ZM のステン
レス生産の貢献度や、当時の圧延の様子、オペレーターの顔などを思い浮か
べて感慨深く見学させてもらいました。
　OB会では趣味グループ活動に、今年からグラウンドゴルフを立ち上げて
います。年老いても屋外で楽しめるスポーツで、健康維持やボケ防止にも効
果があると聞いています。興味のある方は参加して、プレーを楽しんでくだ
さい。
　OB会総会も日新製鋼の下では最後になります。来年度から日鉄日新製鋼
になり、周南製鋼所も来年の４月には新日鐵住金ステンレスと一緒になり新
会社名でスタートすると聞いています。新会社の更なる発展を期待しており
ます。
　OB会は任意の組織でありますが、周南製鋼所から多大のご支援を受けて
います。周南製鋼所が新会社に移行された後、OB会との関係がどのように
なるのか明確になりましたら、速やかに皆さんに報告します。最後に本日の
総会に対して周南製鋼所、並びに労働組合から多額の心付けを頂きありがと
うございました。また総会の準備にあたり、人事チーム、OB会幹事、協力
会の皆さんには多大なご苦労をかけて作業して頂き総会が立派に開催されま
すことに感謝します。ありがとうございました。

　ご安全に。第35回OB会総会が誠に盛大に開催されます
ことにつき、心よりお慶び申し上げます。
　会社の状況につきましてお伝えしたいことが二点あります。
一点目ですが、周南製鋼所が大きな節目の年を迎えている、
ということです。ご承知のとおり、今年は周南製鋼所が操
業60周年となる節目の年であり、加えて奈切地区での大阪
鉄板製造㈱徳山分工場の操業から100年目、更には山口県
としては維新150年目となります。それ以上に大きな節目
となるのは、今年度が日新製鋼周南製鋼所として仕上げの
年となる、ということです。来年４月には新日鐵住金ステ
ンレス㈱とともに『日鉄ステンレス㈱』という新しい会社を作ることを予定しており、これまで近く
て遠かったお隣の光製造所とも力を合わせながら、より競争力のあるステンレス工場を目指して邁進
することとなります。新会社はステンレス部門において日本一の規模となりますが、世界的に見れば
第9位にすぎません。海外では年産1000万トンを超えるような会社が出来始めており、国際競争力
向上・強化のためには、過去の生い立ちに拘ることなく、ステンレス部門において日本代表として世
界と伍すことのできる会社となる、という強い決意を持つ必要があると考えております。ＯＢ各位の
ご指導も頂きながら、日新製鋼のステンレス出身であるという誇りを忘れずに邁進していきたいと考
えております。
　二点目は会社の収益状況です。周南製鋼所のみならず、日新製鋼としても今年度が最終の年となり
ます。有終の美を飾るべく鋭意奮闘しているところですが、業績につきましては少々苦戦しておりま
す。７月に中国地方を襲った集中豪雨により、呉製鉄所の熱延が10日停止する等の甚大な被害を受
けました。また、９月には台風21号・ 24号が続けざまに阪神地区を直撃、これにより堺製造所や大
阪製造所、尼崎の日新製鋼ステンレス鋼管㈱、加えて沿岸部の倉庫関係が大きな被害を受けました。
これらの影響により上期はかなり苦しむこととなりました。通期の見通しにつきましては、経常利益
ベースではプラスを確保するつもりですが、上期に発生した自然災害の影響等により特別損益で大き
なマイナスが出ることから、年度としては非常に厳しい見通しとなっております。ただしこれらは上
期での影響であり、下期につきましてはしっかり頑張って、少しでも良い成績にしていきたいと考え
ております。
　我々現役一同、大きな波の中を確実に歩いていかなければならないとの強い決意を持っております。
ＯＢの皆様におかれましては、今後とも大所高所からご指導ご鞭撻をお願い致します。最後となりま
すが、ＯＢ会の更なる発展と会員各位のますますのご健勝を心より祈念する次第です。

　日新製鋼周南ＯＢ会の皆様方には、ご健勝でご精励のこ
とと存じます。ＯＢ会の会員の皆様におかれましては、そ
れぞれの地域でボランティアをはじめとする社会福祉貢献
活動にも、ご尽力頂いていると伺っております。我々現役
としても、誇りに思うところでありますし、引き続き、大
変な活動とは思いますが社会貢献活動にご尽力頂ければ幸
いに思います。また、常日頃から労働組合の諸活動に対し
まして、絶大なるご理解・ご協力、更にはご支援を頂いて
いますことに、心から感謝申し上げます。
　日新製鋼が新日鐵住金グループの傘下に入り１年余りの
うちに、「商号変更」「完全子会社化」「ステンレス鋼板事業の統合」「ステンレス鋼管事業の統合・再
編」等々、経営施策が矢継ぎ早に発表され、正に激変期を迎えています。とりわけ、ステンレス鋼板
事業については、当社が進むべき方向について、より密接な経営資源の相互活用により、最強のステ
ンレス事業の構築を図るための事業統合・新会社設立であり、日新製鋼グループで働く全ての「勤労
者とその家族の幸せ」に繋がる経営施策となるよう、今後も、労使議論を尽くして参りたいと思いま
す。また、こうした状況を受けて、労働組合としましても、新たな組織体制を構築し、組合員の「雇
用の安定確保」と「労働条件の維持向上」を図るべく、来年６月に「新組合の結成」を目指し準備を
しているところであります。
　また、労働組合では、様々な活動を行っていますが、とりわけ「政策・制度要求実現」については、
2019年７月に施行されます「第25回参議院議員選挙」では、ＪＡＭ組織内候補予定の「田中ひさや」
氏を基幹労連・日新労組としても推薦決定し、ＯＢ会の皆様方にもご支援及びご紹介をお願いしてい
るところであり、全ては「我々の暮らしを良くしていく」ための活動であり、何卒、ご理解とご支援
を賜りたいと思います。ＯＢ会の益々のご発展と、ご参集の皆様方の、末長いご健康と、そしてご多
幸をお祈り申し上げ、労働組合を代表し挨拶とさせて頂きます。

11月７日周南製鋼所体育館にて、第35回OB会総会が盛大に開催されました。物故者黙祷、
会長挨拶、来賓祝辞、会社幹部・労働組合役員紹介につづき、全ての議案が滞りなく承認され、
米寿代表２名への記念品贈呈が行われました。今年も遠路、茨城より参加された栗原健郎さ
んの乾杯の音頭で懇親会へと移りました。楽しく新たに旧交を温めた懇親会も瞬く間に過ぎ、
千葉より参加の岡村昭さんと、最長寿参加の山本尚布さんによる万歳三唱でお開きとなりま
した。

第35回OB会総会開催される

−　元気で再会、楽しい総会　笑顔の輪！−

働く仲間とその家族の「生活の安心・安定」に繋げていく！

新村 一男 労働組合周南支部委員長ご祝辞

新会社でも日新製鋼ステンレス出身の誇りを忘れずに邁進したい

早川淳也 周南製鋼所所長ご祝辞

“日新製鋼下で最後のOB会総会、

　　　新会社とOB会の更なる発展を期待”

田中尚一会長挨拶
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“ OB 会ピース！”

“ 長生きしましょうで・・”

“ 長生きしましょうで・・”

“ 二人で

　186 才 ”

“ 二人で

　186 才 ”

“ 無理しちゃあないように ”

“ 米寿あやかりたいの・・ ”“ 米寿あやかりたいの・・ ”

“ 常連じゃね”

“日頃あんまり飲んじょらんじゃろが”

“ 楽しゅうやらんんといけん” 絆

“ 野菜を植えたりして・・”

“ 今度ゴルフいっしょに・・”“ 今度ゴルフいっしょに・・”

“ 久しいね・・”

“ アウトドアがええね ”

“ シルバーやら 毎日やることはいっぱい・・”“ よろこんで ちょうだいします”

“ お元気で何より！”

“ 工程推進に乾杯！”“ 工程推進に乾杯！”

「あれらリハビリ

　　　行きよると」

　　「二人での？」
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“ またお会いしましょう ”

“ コメントと写真は直接関係いたしません ”

“ あの時のさかなは・・ ”

“ Cafe オールドボーイ ”

“ 足腰はよわるがね・・”

“ いま週４回のパートを・・ ”

“ 気持ちは若いんじゃがの ”

“ ありがとう ”

“ 経理も楽しかったー ”

“ これが孫の写真・・”

“ 明るい毎日！？”“ 明るい毎日！？”

“ 来年も
　来ますよ”

“OB 会に乾杯乾杯・・”

“ 社名が変わっても・・”

“ そねーなことじゃったかね・・”

“ 元気が取り柄いの・・”

“ まあ、ぼちぼち、やるいよるいね”

“ 元気？”
“ 元気？”

平成最後の、そして日新製鋼周南製鋼所の名の下での最後のOB会総会は、盛会のうちに幕を閉じま
した。お開きは再会の始まり。互いに交わした握手のぬくもりを忘れずに、また来年も元気で会いま
しょう。ご安全に！
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平成31年 趣味グループ活動計画

○月例会　第３水曜日　９時30分～15時
○場所　�日新製鋼厚生会館和室　但し、１月、７月は

岐山倶楽部で例会および懇親会を行う。
○会費　�1,000円（昼食代他）但し、１月、７月は別途

連絡する。
○対局方法　段級位ハンディ戦
　担当幹事　落合 市郎　℡0834-31-3125

○春季の部（４月下旬）
　～大津島を歩く～
○秋季の部（11月初旬）
　～長府史跡巡り～
　担当幹事　藤井 暢子　℡0834-29-0704
　　　　　　柳谷 英治　℡0834-22-2753

○３月　里芋の畝作りと、玉ねぎの草取り追肥
○４月　里芋の種芋の植え付け、落花生と枝豆の種まき
○５月　空豆の収穫、落花生の畝作り
○６月　�薩摩芋の畝作りと苗植え付け、里芋の草取り、

玉ねぎ収穫
○７月　落花生の土寄せ、草取り、枝豆の収穫
○８月　薩摩芋、里芋の草取り、つる返し
○９月　大根とカブの畝作り、種まき、草取り
○10月　落花生の収穫、大根、カブの間引き、土寄せ
○11月　薩摩芋と大根とカブの収穫
◯12月　�空豆の畝作り、種まき、大根、カブ、里芋の

収穫
　担当幹事　福田 　勤　℡0834-21-9366
　　　　　　吉光 啓輔　℡0834-62-0793
　　　　　　山本 裕彦　℡0834-28-4120

○例会　日曜日　13時～（３～４回/月）
○場所　陶房「春」（周南市戸田3231）
○会費　３千円/月（用具・粘土は含む、専門家の
　　　　指導あり）
○募集　初めての方、大いに歓迎します。
　担当幹事　岩山 要治　℡0834-63-6806
　　　　　　河嶋 龍彦　℡0835-22-6861

第４回例会　３月９日（土）日新周南グラウンド
第５回例会　４月13日（土）　　　〃
第６回例会　５月11日（土）　　　〃
第７回例会　９月14日（土）　　　〃
第８回例会　11月９日（土）　　　〃
担当幹事　樫本 修治　℡0834-63-0664
　　　　　佐藤 隆策　℡090-5535-7216

○釣り大会　６月上旬　鯵釣り
　　　　　　９月下旬　鯵釣り
○集合場所　肌合わせ漁港
　　　　　　釣り場、参加費等、別途連絡
○募集人員　20名程度
　担当幹事　国本 恒保　℡0834-63-4831
　　　　　　徳原 雅士　℡0834-63-6429

○例会　１月、３月、７月、９月の第４水曜日
○グループ別リーグ戦　５月、11月の第４水曜日
　いずれの予定日も祭日と重なった場合は、翌週の
　水曜日とする。
○時間　９時15分～14時頃まで
○場所　日新製鋼岐山倶楽部
○参加費　例会　　　昼食代は実費
　　　　　リーグ戦　賞品代1,000円＋昼食代
○申し込み要領
例会：�練習将棋であり特に案内はしません。自由参加

で当日参加の誰とでも対局できます。初参加の
希望者は幹事に電話連絡下さい。

リーグ戦：往復はがきで案内しますので返信下さい。
　　　初参加の方も幹事まで連絡下さい。先ず、
　　　Ｃグループでオープン参加していただきます。
　担当幹事　磯崎 卓司　℡0834-28-6932
　　　　　　　　　　　　 090-1931-0082
　　　　　　久保 富彦　℡0834-88-1880
　　　　　　　　　　　　 090-9415-5124

○例会　３月、５月、７月、９月、12月、１月
　　　　奇数月第２水曜日　17時～20時
　　　　（11月は総会のため12月に変更）
○場所　「クレソンハウス」（周南市橋本町１の53）
○会費　男性3,500円　女性2,500円
　　　　（カラオケ、飲食代ほか）
　担当幹事　　原田 　亮　℡0834-63-5200
　　　　　　　浅田 幸雄　℡0834-63-1714

○例会　毎月第２火曜日　９時30分～
○場所　岐山倶楽部
　担当幹事　山本 靖彦　℡0834-88-1990
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申し込みは事務局へ
電話/FAX　0834-63-1128

メール　nisshin-ob@poppy.ne.jp
（事務局在席　月・水・金　10時～14時）

囲　

碁

○OB会ゴルフコンペ日程
　今年も猛暑が予想されるため、７月は取止めとし
　年６回の開催とします。
　第184回　３月28日（木）　　徳山国際CC
　第185回　４月25日（木）　　周防CC
　第186回　５月23日（木）　　中須GC
　第187回　９月26日（木）　　徳山国際CC
　第188回　10月24日（木）　　周防CC
　第189回　11月28日（木）　　中須GC
　担当幹事　河野 龍秀　℡090-8967-7977
　　　　　　高光 修司　℡0834-68-4018

OB会の３本の柱の１つ、「趣味グループ活動」を今年も推進
します。サクセスフル・エイジング（幸せな老後を実感しなが
ら歳を重ねること）をめざして参加してみましょう。
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１
日
３
度
規
則
正
し
く
食
べ
て
、
毎

日
決
ま
っ
た
時
間
に
排
便
が
で
き
る
こ

と
で
す
。

２
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　

胃
腸
は
臓
器
の
中
で
も
デ
リ
ケ
ー
ト

で
精
神
面
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
脳
で
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
と
自
律
神
経
を
通
じ
て
胃

腸
に
伝
わ
り
胃
腸
の
働
き
が
阻
害
さ
れ

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
腸
の
免
疫
系
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
全
身
の
病
気
を

防
ぐ
の
に
役
立
ち
ま
す
。

３
、
自
分
の
便
を
よ
く
観
察
す
る

　

健
康
な
状
態
の
便
と
、
そ
う
で
な
い

と
き
の
便
を
見
比
べ
る
こ
と
で
栄
養
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
康
な

便
の
目
安
は
黄
金
色
ま
た
は
黄
褐
色
、

形
は
バ
ナ
ナ
状
か
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い

て
、
ね
り
歯
磨
き
粉
ほ
ど
の
硬
さ
。
に

お
い
が
少
な
く
最
初
は
水
に
浮
か
ん
で

い
て
だ
ん
だ
ん
沈
む
程
度
の
も
の
が
い

い
状
態
で
す
。
便
通
に
不
調
を
感
じ
て

い
る
方
は
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
変
え
た

り
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、
よ
く
休
養

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

腸
の
働
き
を
よ
く
す
る
た
め
に
お
す

す
め
し
た
い
の
が
、「
唾
液
力
を
高
め
る
」

こ
と
で
す
。
食
べ
物
を
咀
嚼
す
る
と
き

に
出
る
唾
液
は
、
消
化
を
助
け
腸
へ
の

負
担
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
す
。
唾
液
は

噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
た
く
さ
ん
出
て
き
ま

す
。
唾
液
力
を
高
め
る
コ
ツ
は
５
つ
あ

り
ま
す
。

①
噛
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
選
ぶ

　

食
物
繊
維
の
多
い
根
菜
類
や
海
藻
類
、

き
の
こ
な
ど
、
か
た
い
食
材
が
効
果
的

で
す
。

②
水
分
の
少
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ

　

水
分
が
少
な
い
分
、
咀
嚼
数
が
増
え

唾
液
量
も
増
え
ま
す
。
違
っ
た
味
や
口

当
た
り
を
脳
が
感
じ
て
噛
む
量
が
自
然

と
増
え
る
た
め
食
感
の
違
う
も
の
を
組

み
合
わ
せ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

③
材
料
は
大
き
く
切
る

　

噛
む
こ
と
は
材
料
を
で
き
る
だ
け
小

さ
く
つ
ぶ
す
作
業
な
の
で
大
き
め
に
切
っ

て
お
け
ば
、
自
然
に
噛
む
回
数
が
増
え

ま
す
。

④
一
口
ず
つ
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

　

流
し
込
む
よ
う
に
食
べ
る
の
で
は
な

く
、
一
口
ず
つ
口
に
含
み
、
食
べ
物
本

来
の
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
つ
も
り
で

ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
一
口

で
何
回
噛
ん
で
い
ま
す
か
？
三
十
回
程

度
噛
ん
で
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
や
お
茶
は
食
後
に
と
る

　

食
事
の
間
に
水
や
お
茶
を
飲
み
す
ぎ

る
と
水
分
で
食
事
を
流
し
込
み
、
あ
ま

り
噛
ま
ず
に
飲
み
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
水
分
は
食
後
に
取
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
中
の
出
来
る
事
か
ら
始
め
、

腸
の
働
き
を
良
く
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を

和
ら
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

康
健

ズ
ー
リ
シ周

南
製
綱
所

総
務
部　

人
事
チ
ー
ム

�

古
谷 

真
弓

ア
レ
ル
ギ
ー
を
和
ら
げ
る
た
め
に

腸
の
働
き
を
よ
く
し
よ
う
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製鋼工場
CCライン

へ

冷延工場
1ZMへ

体育館での各種展示

フォークリフト体験試乗

体育館体育館

製鋼工場製鋼工場

冷延工場冷延工場

周南製鋼所60周年記念工場見学会ルポ
10月20日（土）天候に恵まれ約600名の来場者が、最新鋭連続鋳造設備、展示コーナー

として甦った、日本で第一号のステンレス用センジミアミル1ZMを見学し、体育館

では最新のステンレス製品などの展示や、フォークリフト体験試乗を楽しんでいまし

た。OBの１人からは、1ZMが最初の配属先だったので設備との再会に涙が出そうだっ

たとの感想も聞かれました。

～工場見学感想記～
■田中義夫さん（元製鋼課）　特に感じたことは、旧製鋼工場西
側の元スクラップ置き場の一部へ2CCが建設されましたが、誠に
よく区画整理整頓されているのに感心しました。今後も工場美化や
安全活動の推進に役立てたらよいのではないかと痛感致しました。

私は熱延からCCの操業に異動して、
水の担当を承り、「水が命のCC」と
言われていたので、合羽を着て真冬の
寒い時季の点検を今でも懐かしく思い
出します。

■橋本博志さん（元冷延技術課）
　朝一番のバスで工場見学に出発した。
私が最初に1ZMを見たのは昭和45年
に冷延技術課に配属されたときです。
日立製国産第１号ゼンジミアミル、上
下20本のロールと頑丈なハウジング
で硬いステンレスを効率よく圧延でき、
日本のステンレス製造を変えた設備と
教えられた。オペレーターが圧下・運
転操作、左右のリールで数十トンの張
力を掛けながら鋼帯を高速で走らせ、
助手が打診棒で叩き形状確認、停止し
てマイクロメーターで板厚測定と疵点
検、往時の様子が目に浮かぶ。ロール
群にどの様に力が働くか、関数表と手

回し計算機で計算したことも懐かしく思い出した。活躍を終えた
1ZMは、少し寂しげに見えた。昭和は本当に遠くなった。見学を
終え、フォークリフトに乗って喜ぶ子供たちの明るい声を聞きつつ
帰路についた。

■徳原雅士さん（元材料課）　定年退職して初めての製鋼工場見
学でしたが、最新設備でラインも合理化され感動しました。今回は
地元の自治会員と一緒に見学しました。案内者の説明も騒音に負け

ず、分かり易くとても好評で
した。昭和33年に設置され
た1ZMを見学し、設備自体
をこの目で見て驚きの一言で
した。60周年の記念すべき
年に工場見学が出来たことは、
一生の思い出になります。取
り巻く環境は厳しくなると思
いますが、益々の発展を祈念
し、工場見学を企画された関
係者の皆さんには、大変お世
話になりました。
「ご安全に」

私とソフトボール

『邪馬台国26XX』出版しました

貴船洋司　岩国市玖珂町　昭和17年生　元環境安全課（保安）

吉木正實　周南市野村　昭和21年生　元製鋼課

　昭和36年入社、ソフトボール部に入部しました。田村理部長、河本啓介監督の
時に西日本大会が平和台球場（福岡）であり、センター守備の時ウイニングボー
ルをキャッチしたことや、実業団全日本で名古屋にて試合をしたことなどが思い
出されます。ソフトボール部を退部してからは、市民リーグに入り監督もやりピッ
チャーと４番でサイクル安打達成をしたことが一番の思い出となりました。退職
後は58歳より岩国翠燿（すいよう）クラブに入部、ピッチャーで頑張り、シニア
（58歳）ハイシニア（65歳）古希（68歳以上）と今日まで続いています。主な成
績は、四国での古希
全国大会で岩国ゴー
ルドと合同による３
位と、翠燿クラブで
の島根大会３位に
なったことなどです。

現在76歳ですが週３回（火木土）の練習を行っていま
す。古希の山口大会（山口ウエルネスパークで開催）
にて県８チーム、リーグ戦が年７回あります。今も足
の痛みがあったりしますが、サードで頑張っています。

　昨年７月、『邪馬台国26XX』（幻冬舎ルネッサンス新書）という
本を出版しました。全国流通でWeb書店（アマゾン、紀伊国屋等）
でもお求めいただけます。関心のある方よろしくお願い申し上げます。
以下あらすじです。
（あらすじ）
　九州と朝鮮半島の間に位置する対馬は「銅矛の島」と呼ばれるほ
ど多くの銅矛が出土している。これは銅矛祭祀の文化を持っていた
古代国家が渡海に際してこの島でその祭祀を行ったからではないか。
だとすれば邪馬台国は銅矛祭祀の文化を持っていた国だということ
になる。当時の遺跡からこの銅矛文化圏に比定できるのは九州北部と四国西部である。四国西部・伊予の宇和盆地
を邪馬台国の都と仮定して後漢書倭伝と魏志倭人伝を読み進めていけば、これまで曖昧であった狗奴国は「吉備あ
な国」にその所在地を求めることができる。また狗古智卑狗は小千の命だと理解できる。
　さらに後代の宋書倭国伝に記された倭の五王・武の上表文の文章である。この国で「東征、西服、渡平海北」の
条件を満たす地方は四国より外にはない。つまり彼らは、邪馬台国の所在地だった四国から出発してこの国の支配
者になったことになる。そして古事記と日本書紀である。記紀神話は、なぜか四国を「伊予の二名の島」と呼んで
いる。なぜこのような特別な名で呼ぶのか。また日本書紀はあたかも神功皇后が卑弥呼であるかのように魏志倭人
伝を引用している。ところがこの神功皇后紀はその引用記事とは裏腹に虚構で固められている。なぜなのか。それ
はこれらの記述にこそ古代倭国の謎を解く鍵が、またその糸口が隠されているからではないのか。
　やはりそうだったのだ。記紀神話の目的は天皇統治の正当性を語ることだった。このためそこでは編年体の体裁
を取る日本書紀までが、史実よりは天孫降臨神話との整合性を優先させてきたのだ。虚構はつじつま合わせだった
のだ。
　例えば、アマテラスと高天原の存在が、実は卑弥呼と邪馬台国の歴史に依拠して創作されたものだと知れたら、
その時から天孫降臨神話は崩壊することになるからだ。この故に卑弥呼の存在は、架空の神功皇后の物語によって
撹乱されることになったわけである。そしてあの魏志倭人伝に記録された「邪馬壱国」である。魏志倭人伝はなぜ
卑弥呼の国を邪馬壱国と表記したのか。それは彼らが「あまひと」を名乗ったからではないか。つまり「邪馬壱」
とは「あまひと（天人）」のことであり、それは、「あまと（天人）」であり倭（やまと＝邪馬台）のことだったのだ。

岩国翠燿クラブのメンバー（本人前列右から２人目）

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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横
綱 

河
村
久
夫 

一
〇
一

横
綱 

山
内
実
男  

九
七

大
関 

山
本
雄
三
　
九
六

大
関 

浜
田
利
人
　
九
六

関
脇 

中
村
好
男
　
九
五

関
脇 

西
本
孝
美
　
九
五

小
結 
相
本
　
傳
　
九
四

小
結 
新
原
公
夫
　
九
三

前
頭 

伊
藤
広
一
　
九
三

前
頭 

森
弘
　
正
　
九
三

前
頭 

長
松
　
誠
　
九
二

前
頭 

松
永
廣
海
　
九
二

前
頭 

松
尾
林
廳
　
九
二

前
頭 

升
守
一
典
　
九
一

前
頭 

上
田
武
夫
　
九
一

前
頭 

山
本
研
二
　
九
一

前
頭 

藤
井
親
登
　
九
一

十
両 

浅
田
輝
男
　 

九
〇

十
両 

藤
井
　
勝
　 

九
〇

十
両 

原
田
茂
夫
　 

九
〇

十
両 

伊
藤
春
夫
　 

八
九

十
両 

藤
谷
醇
夫
　 

八
九

十
両 

内
山
　
清
　 

八
九

十
両 

藤
井
健
三
　 

八
九

十
両 

清
水
政
雄
　 

八
九

十
両 

重
岡
良
彦
　 

八
九

十
両 

重
岡
孝
之
進 

八
九

十
両 

福
場
　
孜
　 

八
八

十
両 

兼
重
和
剛
　 

八
八

十
両 

長
廣
詳
右
　 

八
八

十
両 

迫
田
　
巧
　 

八
八

十
両 

浅
田
秋
義
　 

八
八

十
両 
武
居
浩
見
　 

八
八

十
両 
山
本
義
夫
　 

八
七

十
両 
林
　
守
行
　 

八
七

十
両 

松
本
博
人
　 

八
七

幕
下 

藤
本
二
男
　 

八
七

幕
下 

藤
井
幸
雄
　 

八
六

幕
下 

岡
本
政
治
　 

八
六

幕
下 

大
川
寿
太
郎 

八
六

幕
下 

徳
原
清
治
　 

八
六

幕
下 

居
本
哲
男
　 

八
五

幕
下 

西
田
晴
司
　 

八
五

幕
下 

佐
々
川
富
男 

八
五

幕
下 

河
村
　
肇
　 

八
五

幕
下 

西
山
良
一
　 

八
五

幕
下 

福
田
彦
治
　 

八
五

幕
下 

竜
木
英
男
　 

八
五

幕
下 

國
本
重
次
　 

八
五

幕
下 

芦
田
　
勝
　 

八
五

幕
下 

梅
山
岩
雄
　 

八
五

幕
下 

村
尾
昭
彦
　 

八
四

幕
下 

地
現
　
力
　 

八
四

幕
下 

西
村
光
男
　 

八
四

幕
下 

梅
田
　
效
　 

八
四

横
綱 

山
本
尚
布 

一
〇
〇

横
綱 

田
村
久
一  

九
七

大
関 

松
本
達
雄
　
九
六

大
関 

永
井
元
廣
　
九
六

関
脇 

小
松
　
豊
　
九
五

関
脇 

明
石
幸
男
　
九
四

小
結 

新
田
勝
巳
　
九
四

小
結 

福
田
辨
三
　
九
三

前
頭 

清
水
虎
彦
　
九
三

前
頭 

吉
見
　
孝
　
九
三

前
頭 

山
本
敏
行
　
九
二

前
頭 

国
重
　
豊
　
九
二

前
頭 

伊
藤
　
完
　
九
二

前
頭 

年
光
春
雄
　
九
一

前
頭 

柳
　
一
郎
　
九
一

前
頭 

岡
村
　
昭
　
九
一

前
頭 

山
本
昭
雄
　
九
一

十
両 

岸
村
高
明
　 

九
〇

十
両 

兼
重
数
雄
　 

九
〇

十
両 

廣
中
一
農
夫 

八
九

十
両 

深
町
　
章
　 

八
九

十
両 

上
田
良
實
　 

八
九

十
両 

佐
古
圭
助
　 

八
九

十
両 

山
時
輝
己
　 

八
九

十
両 

松
本
輝
之
　 

八
九

十
両 

沖
手
　
誠
　 

八
九

十
両 

尾
本
　
保
　 

八
九

十
両 

河
村
幸
男
　 

八
八

十
両 

伊
藤
富
生
　 

八
八

十
両 

橋
本
幸
男
　 

八
八

十
両 

重
國
文
健
　 

八
八

十
両 

岩
本
郁
二
　 

八
八

十
両 

北
村
義
男
　 

八
七

十
両 

石
川
邦
彦
　 

八
七

十
両 

小
田
一
麿
　 

八
七

十
両 

中
山
光
哉
　 

八
七

幕
下 
吉
本
雄
次
　 

八
六

幕
下 

森
重
重
利
　 

八
六

幕
下 

岩
根
　
充
　 

八
六

幕
下 

山
本
成
一
　 
八
六

幕
下 

佐
藤
峯
登
　 
八
五

幕
下 

角
　
義
彦
　 

八
五

幕
下 

松
永
寛
治
　 

八
五

幕
下 

岩
崎
　
敬
　 

八
五

幕
下 

中
川
忠
男
　 

八
五

幕
下 

角
　
修
　
　 

八
五

幕
下 

寺
田
広
士
　 

八
五

幕
下 

中
田
攝
雄
　 

八
五

幕
下 

田
原
秀
明
　 

八
五

幕
下 

中
山
和
弘
　 

八
五

幕
下 

堀
江
繁
二
　 

八
四

幕
下 

梅
田
正
一
　 

八
四

幕
下 

岡
本
光
晴
　 

八
四

幕
下 

田
中
　
宏
　 

八
四

幕
下 

有
福
英
夫
　 

八
四

会
　
長
　
　
　
田
中
尚
一
　
七
九

副
会
長
　
　
　
渡
邉
　
勲
　
八
一

副
会
長
　
　
　
林
　
浩
一
　
七
四

事
務
局
長
　
　
加
藤
　
栄
　
七
三

事
務
局
次
長
　
長
嶺
平
治
　
七
〇

総
　
務
　
　
藤
村
睦
美
　
六
五

会
　
計
　
　
西
田
恭
滋
　
七
二

会
計
監
査
　
原
田
征
勝
　
八
一

会
計
監
査
　
有
富
敏
洋
　
七
八

顧
　
問
　
　
林
　
秀
雄
　
八
〇

蒙
御
免
行司

東西

（平成31年数え年）

日新製鋼周南OB会員長寿番付
（平成31年春場所：１月１日現在）
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　海育ちで磯のものが好きだった私が、ハンターを始めて47年になります。職場
の同僚が野生の鳥の肉を食べさせてくれて、その美味しさに驚いたのがきっかけ
でした。山里を守るために昔はどの地区にもハンターがいて、イノシシなどを駆
除していました。
　狩猟期間の11月から翌年３月の間の、出勤の日以外はほぼ毎日山に入っていま
した。収穫がなくても様々な副産物に出会えるので山は楽しく、サルノコシカケ
もその一つです。狩猟の専門誌に「癌の特効薬」と書いてあり、「人の役に立つかも」
と山で見つけたら採取してきました。自宅には大小合わせて100個以上のサルノ
コシカケがあります。その他に、奇跡的に見つけた幻のキノコといわれる霊芝が
２本あります。サルノコシカケ同様の効果が
あるそうです。興味のある人にお分けしたい
と思っています。
　またハンターとして培った安全な山の歩き
方、ダニ予防法などの山の知識や情報をくれ
る人とのつながりなど、自分の知識や知恵が
次世代に伝えられ、役に立てば地域への恩返
しになると思っています。

霊芝・サルノコシカケと私 山本　悟　周南市長田町　昭和20年生　元生産計画課

霊　芝

こんなグループさん紹介
S e r i e s

「
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
は
出
雲
で
生
ま
れ
た
」

�

カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
幹
事　

原
田　

亮　

浅
田
幸
雄

　

平
成
14
年
の
Ｏ
Ｂ
会
バ
ス
旅
行
で
出
雲
方
面
へ
行
き
、
道
中
、
多
く
の
人
が
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
。
そ
の

時
の
会
長
が
Ｏ
Ｂ
会
の
活
性
化
に
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。さ
っ
そ
く
準
備
を
進
め
、

気
楽
に
歌
い
歓
談
で
き
る
会
場
と
し
て
「
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
」
に
場
所
の
提
供
を
お
願
い
し
た
。（
平
成
15
年

４
月
）

◯
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
、
マ
マ
の
談

　
『
主
人
が
勝
手
に
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
人
達
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
同
じ
職
場
の
人
も
居
ら
れ
る

の
で
、
ど
う
に
か
な
る
だ
ろ
う
・
・
と
腹
を
く
く
り
ま
し
た
。
例
会
を
重
ね
る
う
ち
に
、
気
さ
く
な
皆
さ
ん
達

だ
と
安
心
し
ま
し
た
。
本
格
的
歌
唱
の
人
も
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
は
音
と
酒
を
楽
し
む
人
で
し
た
。
夫
婦

で
の
参
加
も
５
、
６
組
い
て
カ
ラ
オ
ケ
の
実
力
は
向
上
し
ま
し
た
。
地
域
の
公
民
館
で
カ
ラ
オ
ケ
交
流
を
し
た

り
、
Ｏ
Ｂ
会
旅
行
に
は
何
度
も
夫
婦
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
道
後
温
泉
で
の
懇
親
会
で
は
、
仲
居
さ
ん
が
「
何

処
の
音
楽
教
室
の
人
で
す
か
？
」
と
、
半
分
御
世
辞
な
が
ら
び
っ
く
り
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。』

　

そ
の
後
も
脈
々
と
例
会
は
続
き
、
会
員
は
競
っ
て
音
楽
店
へ
行
き
自
分
で
新
曲
を
手
配
し
、
例
会
で
披
露

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
一
番
熱
心
だ
っ
た

の
が
、故
・
西
村
和
美
さ
ん
で
、毎
月
５
曲
の
新
曲
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
徳
山
ネ
オ
ン
街
で
の
二
次
会
も
、
突
出

し
た
新
曲
マ
ニ
ア
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
進
取
の
気
性
は

奈
切
に
あ
っ
た
徳
山
鉄
板
の
名
残
や
徳
山
鉄
板
の
社
歌
を

作
っ
た
与
謝
野
鉄
幹
の
熱
情
、恋
心
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？

◯
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
、
マ
マ
の
談

　
『
多
く
の
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
主

人
亡
き
後
も
、
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
と
励
ま
し
に
よ
り
、

ど
う
に
か
店
も
例
会
も
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
平

成
30
年
末
迄
に
１
４
２
回
の
例
会
を
続
け
ら
れ
た
の
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
出
雲
神
話
は
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
り
、

影
が
薄
く
な
り
ま
し
た
が
、
出
雲
で
生
ま
れ
た
カ
ラ
オ
ケ

グ
ル
ー
プ
は
、何
時
ま
で
も
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。』

　

ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ

ス
あ
っ
て
の
カ
ラ
オ

ケ
グ
ル
ー
プ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
先
輩

の
意
を
継
続
し
、
気

取
ら
な
い
活
動
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
楽
な
ご
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
。

お嫁さんとママさん

幼少の頃、蝉取りやかくれんぼなど絶好の遊び場だった武家屋敷「山田家
本屋」（毛利萩藩の陪臣）を描いてみました。現在、もみの大木は落雷で
倒れ、お母屋は昭和40年に移築され（現在は湯野）、練塀と土蔵を残すの
みです。昔の懐かしい姿を思い出しながら絵の中で復元してみました。

松村　整
周南市大字戸田　昭和19年生

元設備部設備技術課

水彩画

山田家本屋
F6号

四
季
万
歳

投
句
広
場

句
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
広
場
で
す

投
句
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

青
田
風
　
朝
し
そ
飯
を
　
一
人
喰
ふ

し
ょ
う
ぶ
湯
や
　
山
の
風
く
る
　
露
天
風
呂

　
　
　
　
　（
岩
政 

邦
彦
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
十
一
年
生
　
元
冷
延
課
）

冬
晴
れ
や
　
色
を
競
い
て
　
山
混
め
り

水
き
ら
り
　
鮎
解
禁
の
　
里
の
川

　
　
　
　
　（
兼
重 

和
剛
　
周
南
市
四
熊
　
昭
和
七
年
生
　
元
精
整
課
）

手
ほ
ど
き
で
　
編
む
ス
ト
ロ
ー
や
　
蛍
籠

早
ま
り
し
　
刈
田
の
隅
の
　
六
地
蔵

　
　
　
　
　（
末
常
　
衛
　
山
口
市
徳
地
町
　
昭
和
十
五
年
生
　
元
冷
延
課
）

出
か
か
っ
た
　
愚
痴
は
寸
止
め
　
し
て
無
難

安
ら
ぎ
を
　
覚
え
た
椅
子
は
　
母
の
膝

　
　
　
　
　（
岩
瀬
　
元
　
周
南
市
栗
屋
　
昭
和
二
十
二
年
生
　
元
保
全
課
）

散
歩
道
　
挨
拶
し
た
の
　
誰
だ
っ
け

地
球
み
な
　
世
界
遺
産
に
　
し
て
守
ろ
う

　
　
　
　
　（
中
田 

攝
雄
　
周
南
市
新
田
　
昭
和
十
年
生
　
元
本
社
）

何
事
も
　
リ
ハ
ビ
リ
と
思
え
ば
　
苦
に
な
ら
な
い

ポ
ー
タ
ブ
ル
　
昔
は
ラ
ジ
オ
　
今
ト
イ
レ

若
者
が
た
く
さ
ん
持
つ
ア
プ
リ
　
高
齢
が
た
く
さ
ん
持
つ
サ
プ
リ

　
　
　
　
　（
熊
﨑 

範
男
　
防
府
市
新
田
　
昭
和
二
十
年
生
　
元
本
社
）

俳
句

川
柳
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①
定
年
前
57
歳
の

時
、
大
腸
手
術
、

そ
れ
か
ら
早
30
年

過
ぎ
る
。
健
康
状

態
良
好
。
体
を
動

か
す
こ
と
が
良
い

の
で
は
と
自
分
な

り
に
思
う
。
平
成
13
年
に
イ
チ

ゴ
栽
培
を
始
め
る
。
実
が
次
か

ら
次
に
な
る
面
白
さ
。
晩
酌
の

手
も
進
む
。
現
在
の
仕
事
・
イ

チ
ゴ
栽
培
・
コ
イ
ン
精
米
所
・

洋
蜜
蜂
・
稲
作

上田 良實さん

周南市大字戸田
元 保全課

①
健
康
で
家
族
が
食
べ
る
米
や

野
菜
作
り
を
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
の
こ
と
を
考
え
て
時
々
散

歩
し
、
毎
晩
コ
ッ
プ
一
杯
の
お

茶
を
飲
む
よ
う
に
し
て
お
り
ま

す
。
毎
晩
一
合
の
焼
酎
、
こ
れ

が
楽
し
み
で
す
。

②
夜
勤
の
時
、
駅
か
ら
歩
い
て

奈
切
工
場
に
行
く
途
中
、
ホ
ル

モ
ン
焼
き
を
食
べ
る
こ
と
も
あ

り
、
大
変
美
味
し
か
っ
た
。

③
長
生
き
し
て
余
裕
が
出
来
、

昨
年
島
根
の
銀
山
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
先
人
と
は
」
と

思
い
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

④
な
し

⑤
元
気
で
長
生
き
を
。

内山　清さん

周南市久米
元 保全課

①
高
血
圧
で
毎
月
通
院
し
、
降

圧
剤
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

毎
年
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
て
い
る
。
剣
道
部
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
の
で
朝
食
前
に

竹
刀
を
１
０
０
本
振
る
。「
継

続
は
力
な
り
」。
家
庭
の
食
物

に
好
き
嫌
い
は
な
い
。
飲
酒
は

10
年
位
前
に
や
め
た
。

②
昭
和
54
年
９
月
～
12
月
、
呉

製
鉄
所
第
２
高
炉
改
修
に
従
事

し
た
こ
と
。
昭
和
57
年
４
月
科

学
技
術
庁
長
官
賞
を
、
山
口
県

庁
に
て
受
賞
し
た
こ
と
。

③
楽
し
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と

別
に
な
し
。
平
凡
。
今
ま
で
大

病
せ
ず
迷
惑
を
か
け
な
く
て
良

か
っ
た
。
人
生
は
苦
難
の
道
。

多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
、
助

け
ら
れ
て
来
た
人
生
。
今
後
少

し
で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に

心
掛
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

④
「
ご
安
全
に
」「
安
全
第
一
」

⑤
体
に
気
を
つ
け
て
、
自
分
の

た
め
企
業
の
た
め
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

沖手　誠さん

下松市南花岡
元 精整課

①
元
々
糖
尿
病
を
患
っ
て
お
り

合
併
症
の
網
膜
剥
離
を
誘
発
し

手
術
２
回
の
憂
き
目
に
あ
い
、

ま
た
近
頃
は
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
と
や
ら
で
歩
く
の
も
不
自
由

し
て
い
ま
す
。（
な
か
な
か
健

康
優
良
爺
に
も
な
れ
ま
せ
ん
）

自
然
が
好
き
で
細
々
と
し
た
庭

の
樹
木
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。『
生
あ
る
も
の
は
愛
す
れ

ば
慕
う
』
の
言
葉
通
り
「
貴
方

好
み
の
庭
に
な
り
た
い
」
と
奏

で
て
い
る
よ
う
で
す
。四
季
折
々

の
装
い
で
私
の
心
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。
か
か
あ
天
下
主
導
の

野
菜
作
り
（
手
伝
い
）
で
出
来

た
大
根
の
苦
い
こ
と
。

②
入
社
当
時
の
安
全
教
育
で
、

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
３
３
０
の
法

則
を
徹
底
的
に
頭
に
叩
き
込
ま

れ
、
こ
の
会
社
は
非
常
に
人
を

大
切
に
す
る
良
い
企
業
、
こ
れ

が
第
一
印
象
で
し
た
。
関
連
し

て
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
後
の
危
険
予

知
訓
練
な
ど
、
退
職
後
の
日
常

生
活
に
大
い
に
役
立
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。（
自
動
車
運
転
、

農
作
業
な
ど
で
）

③
退
職
後
の
平
成
12
年
頃
デ
ジ

タ
ル
化
の
波
で
、
市
主
催
の
Ｉ

Ｔ
講
習
会
に
参
加
。
Ｐ
Ｃ
操
作

を
少
し
か
じ
り
歴
史
上
の
人
物

の
検
索
、
確
定
申
告
と
還
付
金

申
請
、Y

o
u
T
u
b
e

動
画
の
鑑

賞
で
、
松
の
木
の
剪
定
技
術
な

ど
習
得
。
孫
、
曾
孫
の
成
長
が

楽
し
み
。

④　

①
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
②

「
わ
し
と
お
前
は
焼
山
葛　

裏

は
切
れ
て
も
根
は
切
れ
ぬ
」
こ

れ
は
幕
末
の
志
士
の
一
人
が
同

士
へ
の
手
紙
に
添
え
書
き
し
た

一
句
。
私
の
心
情
と
し
て
も
日

新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
の
方
々
へ
の

思
い
は
、
こ
れ
に
似
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

⑤
お
こ
が
ま
し
く
て
言
な
し
。

尾本　保さん

東京都世田谷区
元 本社

①
平
成
12
年
に
退
職
し
て
以
来
、

６
時
起
床
22
時
就
寝
と
決
め
て

守
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
体
操
は
20
年
以
上
続

け
て
い
ま
す
。
緑
内
障
に
よ
る

視
力
の
低
下
で
片
目
運
転
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
車
を
手
放
し
、

わ
ざ
わ
ざ
お
金
を
出
し
て
認
知

症
の
確
認
を
す
る
事
も
な
い
と
、

今
年
の
免
許
証
更
新
を
機
に
、

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
に
切
り

替
え
ま
し
た
。
長
年
の
高
血
圧

症
に
加
え
坐
骨
神
経
痛
で
、
鍼

灸
院
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
日

常
は
努
め
て
歩
く
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

②
日
新
に
38
年
、
関
連
会
社
に

７
年
、
周
南
は
延
べ
13
年
勤
務

し
、
そ
の
前
半
は
設
備
関
係
業

務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
34

年
か
ら
の
数
年
は
、
電
気
炉
、

均
熱
炉
、
１
Ｂ
Ａ
、
Ｒ
Ｐ
な
ど

の
建
設
で
残
業
休
日
出
勤
も
多

く
、
我
な
が
ら
よ
く
頑
張
れ
た

と
思
う
と
共
に
、
協
力
い
た
だ

い
た
職
場
の
皆
様
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
で
は
そ
れ
ら
の
設

備
も
殆
ど
姿
を
消
し
た
様
で
す
。

③
そ
れ
程
長
生
き
の
喜
び
を
感

じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
身
の
妻
を
残
し
て
先
に
逝
く

事
に
は
な
ら
ず
、
変
な
安
堵
を

し
て
い
ま
す
。
日
新
Ｏ
Ｂ
の
方

た
ち
と
の
折
々
の
会
食
や
、
高

校
時
代
の
部
活
の
友
人
と
や
っ

て
い
る
「
お
も
ち
ゃ
修
理
」
な

ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

④
座
右
の
銘
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
実
を
受
け
入
れ
、
そ

の
都
度
最
善
を
尽
く
す
よ
う
努

力
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
心

掛
け
て
い
る
の
は
「
信
」
で
す

が
、
近
年
物
忘
れ
酷
く
、
皆
さ

ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
し
ば
し
ば
で
す
。

⑤
多
様
化
の
時
代
の
中
で
、
皆

さ
ん
し
っ
か
り
し
た
意
見
を

昭和６年生れの賀寿の皆さん15名にアンケートをお願いし、
11名からのご回答をいただきました

～ アンケート項目 ～
① 近況　② 現役時代の思い出　③ 最近楽しかったこと。長生きして良かったこと

④ 大切にしている言葉　　⑤ 後輩へのメッセージ

持
っ
て
お
ら
れ
、
何
ら
申
し
上

げ
る
事
と
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

組
織
力
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
、
歴
史
を
忘
れ
ず
、
環
境

の
変
化
に
応
じ
て
「
日
々
新
た

に
」
未
来
に
挑
戦
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

重岡 孝之進さん

周南市大字栗屋
元 製鋼課

山時 輝己さん
周南市大神

元 焼鈍酸洗課

②
入
社
し
た
の
が
鋼
板
課
の
圧

延
。
見
た
こ
と
も
な
い
作
業
で
、

炉
の
口
は
炎
と
煙
の
中
で
見
え

ず
頭
の
毛
、
ま
つ
げ
が
ジ
リ
ジ

リ
に
な
る
。
我
慢
し
て
そ
の
う

ち
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

奈
切
工
場
が
終
る
頃
ま
で
残
り

残
作
業
。
そ
し
て
南
陽
工
場
品

質
管
理
課
へ
。
起
重
機
免
許

持
っ
て
い
る
者
は
誰
も
焼
鈍
酸

洗
課
へ
。
す
ぐ
に
ヘ
ル
ニ
ア
に

な
り
ラ
イ
ン
へ
。
ラ
イ
ン
の
人

た
ち
に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
し

た
。

③
特
に
な
し

④
知
っ
た
人
と
会
っ
て
、「
元

気
し
て
る
、
あ
ん
た
年
な
ん
ぼ

に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
気
を
つ

け
て
長
生
き
し
て
ね
。」「
お
互

い
様
」

①
お
酒
は
一
滴
も
飲
ま
ず
。
好

物
は
タ
バ
コ
（
一
服
す
る
と
ア

イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
）
畑
仕
事
を

楽
し
み
に
自
分
の
作
っ
た
野
菜

を
食
べ
て
い
る
。

②
南
陽
工
場
の
Ｍ
法
の
立
ち
上

が
り
の
２
年
間
。
塩
谷
さ
ん
福

岡
さ
ん
た
ち
に
製
鋼
技
術
の
指

導
を
受
け
た
こ
と
。
科
学
技
術

長
官
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
。

③
退
職
後
、
多
く
の
人
と
出
会

い
、
様
々
な
経
験
が
出
来
て
い

る
こ
と
で
す
。

④
出
会
い
の
挨
拶
、
別
れ
の
挨

拶
、
笑
顔
で
!!　

く
よ
く
よ
し

な
い
こ
と
。

⑤
苦
難
に
耐
え
て
い
れ
ば
、
後

で
楽
に
な
る
は
ず
。

①
平
成
最
後
の
米

寿
と
聞
い
て
感
無

量
。
友
人
も
年
々

減
少
し
て
き
た
。

食
生
活
は
普
通
で

あ
る
が
、
足
腰
が

弱
く
な
り
車
を
運

転
し
て
い
る
。（
年
齢
を
考
え

卒
業
も
意
識
）

②
南
陽
工
場
か
ら
業
界
初
の
幅

広
薄
板
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
出
荷

が
始
ま
り
、
本
社
に
転
勤
と
な

る
。
ス
テ
ン
レ
ス
技
術
サ
ー
ビ

ス
担
当
第
１
号
に
任
命
さ
れ
、

商
社
、
販
売
員
と
西
へ
東
へ
多

忙
な
日
々
だ
っ
た
。
都
外
、
東

北
・
北
海
道
出
張
な
ど
。
函
館

で
の
説
明
会
で
演
台
の
マ
イ
ク

に
コ
ー
ド
が
な
い
こ
と
に
気
づ

重岡 良彦さん
周南市栗屋

元 技術管理課

き
コ
ー
ド
が
切
れ
て
い
る
と

言
っ
た
ら
、
コ
ー
ド
レ
ス
に

な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
東
京

者
の
恥
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
。

③
な
し

④
な
し

⑤
30
歳
代
の
頃
、
ス
テ
ン
レ
ス

日
新
周
南
の
誇
り
を
持
っ
て
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
火
を
消
さ
な

い
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
昨
年
の
正
月
の
写
真
）

清水 政雄さん

周南市大踏
元 市川工場

①
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で
現
在
安

定
し
て
い
ま
す
。
他
は
良
好
で

す
。
朝
食
は
サ
ラ
ダ
と
パ
ン
で

す
。
畠
で
芋
掘
り
、
車
で
買
い

物
に
夫
婦
で
出
か
け
ま
す
。
午

後
は
公
民
館
で
カ
ラ
オ
ケ
、
社

交
ダ
ン
ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ

ビ
は
相
撲
、
野
球
、
水
戸
黄
門

を
見
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
な
い
こ

と
に
気
を
つ
け
、オ
ム
ラ
イ
ス
、

握
り
寿
司
、
親
子
丼
、
ワ
イ
ン

を
少
々
飲
ん
で
い
ま
す
。
カ
ラ

オ
ケ
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
特
性

で
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
５

月
に
周
南
市
シ
ル
バ
ー
総
会
が

周
南
市
文
化
会
館
で
あ
り
歌
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
交

ダ
ン
ス
は
姿
勢
が
良
く
な
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
は
頭
の
体
操
に

な
り
ま
す
。

②
徳
山
鉄
板
帯
鋼
課
ハ
ン
ド
レ

ピ
ー
タ
手
（
花
の
中
延
手
）。

改
善
提
案
第
１
号
を
行
っ
た
。

徳
山
鉄
板
が
な
く
な
り
田
や
畠

を
売
っ
て
皆
ん
な
大
阪
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
時
、
体
育
館
に

７
０
０
名
が
必
勝
鉢
巻
き
を
し

て
集
ま
っ
た
。
私
は
発
言
し
ま

し
た
。「
今
徳
山
の
圧
延
は
止

ま
っ
て
い
る
。
勝
つ
為
に
大
事

な
こ
と
は
、
団
体
交
渉
の
中
に

経
営
の
合
理
化
が
含
ま
れ
て
お

り
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。」
そ

し
て
三
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
岡
田

社
長
の
耳
に
入
り
周
南
工
場
を

作
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
。

③
先
日
孫
達
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
自
分
の
た
め
、
人
に
尽
く

す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
明
し
て

聞
か
せ
、「
で
き
ま
す
か
」
と

聞
く
と
「
で
き
る
」
と
言
っ
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
。
子
供
か
ら

何
事
も
し
て
も
ら
お
う
と
は
思

わ
な
い
が
、
子
供
や
孫
が
幸
せ

に
な
り
、
そ
の
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

④
「
確
信
」
で
す
。
ま
ず
目
標

を
決
め
、
目
標
は
必
ず
出
来
る

と
心
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

⑤
職
場
の
一
人
一
人
を
大
事
に

し
て
、
異
体
同
心
、
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
今

は
何
が
で
き
る
か
、
実
現
可
能

に
な
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
る
か
、
価
値
的
に
考
え
て
、

ア
イ
デ
ア
、
創
意
工
夫
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
、
知
恵
を
出
し

て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
周
南
工

場
、
今
後
の
益
々
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

廣中 一農夫さん

周南市大字大島
元 材料課
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①
毎
朝
１
０
０
ｍ
の
散
歩
。

野
良
作
業
。
食
べ
物
は
お
で
ん

と
、
晩
酌
は
ビ
ー
ル
ま
た
は
清

酒
一
合
。

②
転
勤
。
20
年
間
呉
製
鉄
所
へ
。

③
子
供
２
名
に
恵
ま
れ
た
。

④
感
謝
終
生

⑤
大
手
企
業
に
入
社
さ
れ
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

深町　章さん

周南市若宮町
元 生産計画課

①
酒
タ
バ
コ
は
や
め
て
23
年
に

な
り
ま
す
。
趣
味
は「
サ
ツ
キ
」

に
朝
夕
に
水
を
か
け
。
ま
た
朝

昼
夕
の
食
事
を
作
っ
て
い
ま
す
。

②
新
車
の
カ
ロ
ー
ラ
で
職
場
の

有
志
と
大
島
に
「
み
か
ん
」
狩

り
に
行
っ
た
こ
と
。

③
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
米
寿
の
記
念
品

と
し
て
羽
毛
入
り
ポ
ン
チ
ョ
を

い
た
だ
き
、
こ
の
冬
は
特
別
暖

か
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
生
き
を
し
て
、
た
だ
世
の
中

の
移
り
変
わ
り
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

④
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
で
す
。

⑤
私
は
平
成
21
年
大
腸
が
ん
、

平
成
28
年
に
膀
胱
が
ん
と
な
り

ま
し
た
が
、
何
れ
も
早
期
発
見

の
た
め
切
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
健
康
診
断
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

藤井 健三さん

周南市川崎
元 購買課資材倉庫

①
４
年
前
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
の
手
術
を
し
、
そ
の
時
頸
部

動
脈
の
狭
窄
も
見
つ
か
り
ス
テ

ン
ト
留
置
を
し
て
命
拾
い
。
盆

栽
の
サ
ツ
キ
へ
の
水
や
り
、
野

菜
作
り
と
、
20
分
程
度
の
散
歩

が
日
課
。
三
食
必
ず
食
べ
る
が
、

大
好
き
な
刺
身
と
熱
燗
一
合
の

晩
酌
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。

②
葦
と
草
が
茂
る
工
場
敷
地
東

側
の
一
角
に
事
務
所
と
Ａ
Ｐ
、

Ｚ
Ｍ
工
場
が
一
棟
ず
つ
。
ヒ
バ

リ
が
気
持
ち
よ
く
啼
く
草
原
の

真
中
に
ボ
イ
ラ
ー
・
受
電
所
と

私
の
職
場
、
資
材
倉
庫
が
あ
っ

た
。
毎
朝
、
ウ
エ
ス
手
袋
な
ど

の
消
耗
材
料
を
リ
ア
カ
ー
で
各

現
場
に
運
ん
で
い
た
。

③
新
南
陽
消
防
団
に
40
年
余
り

在
籍
し
、
瑞
宝
単
光
章
を
授
与

さ
れ
た
こ
と
。

④
な
し

⑤
進
ん
で
社
会
奉
仕
し
ま
し
ょ

う
。

松本 輝之さん

周南市大字呼坂
元 電気計装技術課

①
６
年
前
に
脳
梗
塞
を
患
っ
た

が
後
遺
症
は
発
生
せ
ず
、
血
液

サ
ラ
サ
ラ
の
薬
を
飲
み
、
年
１

回
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
機
会
に
タ
バ
コ
は
止
め
、

運
転
免
許
証
は
返
納
し
た
。
晩

酌
は
毎
日
１
合
弱
た
し
な
む
程

度
。
離
職
後
、
体
力
維
持
を
目

的
に
、
四
股
・
ス
ク
ワ
ッ
ト
な

ど
20
～
30
分
く
ら
い
実
行
し
て

い
る
が
、
足
腰
の
衰
え
、
持
続

力
の
低
下
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
趣
味
と
ま
で
は
い
か

な
い
が
、
お
城
巡
り
（
含
む
温

泉
）
を
行
な
っ
て
い
る
。
目
標

は
、
江
戸
時
代
よ
り
現
存
す
る

12
あ
る
城
の
全
登
城
を
目
指
し

て
い
る
が
、
あ
と
丸
岡
城
と
弘

前
城
の
二
つ
が
残
っ
て
い
る
。

達
成
を
危
ぶ
ん
で
い
ま
す
が
な

ん
と
か
や
り
遂
げ
た
い
。

②
昇
柱
器
の
踏
み
込
み
が
浅
く
、

電
柱
を
抱
く
よ
う
に
し
て
滑
り

落
ち
た
が
大
し
た
怪
我
も
な
く

知
ら
ん
振
り
を
決
め
込
ん
だ
。

し
か
し
、
故
竹
重
組
長
に
知
ら

れ
「
馬
鹿
者
が
。
な
ぜ
知
ら
せ

ん
」
と
大
目
玉
を
喰
ら
っ
た
苦

い
思
い
出
。
保
全
基
礎
技
術
教

育
の
専
任
指
導
員
を
命
じ
ら
れ
、

他
事
業
所
の
指
導
員
、
実
習
生

た
ち
と
寮
生
活
を
共
に
し
な
が

ら
勉
強
し
た
こ
と
、
等
々
走
馬

灯
の
ご
と
く
思
い
出
が
浮
か
ぶ
。

③
家
内
は
施
設
に
入
所
さ
せ
て

い
る
。
侘
し
い
一
人
暮
ら
し
。

唯
一
の
楽
し
み
は
昼
飯
時
の
一

杯
の
ビ
ー
ル
。
姪
っ
子
が
結
婚

披
露
宴
に
招
待
し
て
く
れ
た
こ

と
。

④
特
に
座
右
の
銘
は
な
い
が
、

真
摯
な
態
度
と
感
謝
の
気
持
ち

を
モ
ッ
ト
ー
に
生
き
て
き
た
。

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
だ
。

⑤
心
身
と
も
に
健
康
を
第
一
に
、

自
分
の
道
を
進
ん
で
も
ら
い
た

い
。
御
自
愛
を
。

OB会カラオケクラブ例会にて

ド

ト

ウ

ア

ア

角
島
の
自
然
を
男
性
11
名

　
　
　
　

女
性
６
名
が
ウ
ォ
ー
ク

11
月
９
日
、
心
配
し
て
い
た
雨
も
朝
方
に
は
止

み
、
ス
タ
ー
ト
時
に
は
日
も
差
し
て
暖
か
く
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に
恵
ま
れ
た
一
日
で
し
た
。

角
島
は
い
つ
も
は
車
で
行
き
燈
台
の
回
り
を
歩

い
て
終
わ
り
で
す
が
、
今
回
は
海
沿
い
の
昔
か

ら
の
生
活
道
路
を
散
策
し
、
角
島
八
幡
宮
、
角

島
小
学
校
、
郵
便
局
な
ど
「
私
達
の
世
代
に
は

懐
か
し
い
も
の
」
に
出
会
え
ま
し
た
。
次
回
は

４
年
ぶ
り
の
大
津
島
ウ
ォ
ー
ク
。
瀬
戸
浜
港
か

ら
約
８
㎞
歩
い
て
馬
島
港
に
ゴ
ー
ル
。
潮
の
香

り
の
春
風
を
感
じ
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

担
当
幹
事

　

柳
谷
英
治　

藤
井
暢
子

趣味グループ
活動報告

１

会員のみなさんが  密かにたのしんで

おられるお宝を紹介するコーナーです

はたして  あなたの鑑定や  いかに

第３回目はこの方です

　祖父が残したもので、遺品整理の際に押入れの
奥から手作りの箱に入って出てきたものです。一
見、中国風の古い皿に見えます。入手経緯は全く
分かりません。私は数年前からテレビで「お宝鑑
定団」を見ながら、同様の皿が出品されないか注視していますが出てきま
せん。皆様の鑑定よろしくお願いします。皿の直径46cm皿の高さ６cm
皿絵は盛り上がっています。

渡邊輝明
（周南市馬神　昭和21年生　元総務チーム）

古い大皿

宇佐川敏明
（防府市中泉町　昭和22年生
 元本社・大阪支社）

サボテン

＜談＞サボテンを集め始めたのは半
世紀前。形が面白かったのがきっか
け。めずらしい形のものや、ワシン
トン条約で保護されて現在は輸入で
きない品種なども含め900鉢くらい
ある。種から育てたり、接ぎ木して
大きくしたりするが、手を抜くと枯
れやすいので管理が大変。入院生活
が入ると困る。静かな多肉植物ブー
ムもあり、JAへ少しずつ出荷する
のがささやかな楽しみ。将来の希望
は「もう充分楽しませてもらった。
やめたい」とのこと。サボテンや、
好きな将棋の話になると、話が弾ん
だ。（インタビュー；熊﨑）

会員のみなさんの  癒やしとなっているマイペットを  紹介するコーナーです

第３回目はこの方の  このペットです
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左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
近
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。

①
こ
の
年
迄
大
き
な

病
気
も
せ
ず
に
、
元

気
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
の
初

め
か
ら
、
持
病
の
腰

痛
が
再
発
し
リ
ハ
ビ

リ
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
２
年
前
迄
、
愛

犬
と
毎
日
１
時
間
（
約
５
㎞
）
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
が
愛
犬
が
死
ん

で
止
め
て
以
来
、「
体
力
・
気
力
・
知
力
」

が
衰
え
始
め
た
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

再
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
同
時
に
毎
年
の

後
期
高
齢
者
健
康
診
断
及
び
受
診
結
果
を

記
録
デ
ー
タ
化
し
て
健
康
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
。

②
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
理
事
に
な
り

運
営
推
進
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
役
時

代
は
出
向
、単
身
赴
任
が
長
か
っ
た
の
で
、

人
と
の
出
会
い
や
人
間
関
係
等
の
大
切
さ
、

「
一
期
一
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
今
日

ま
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
々
で

構
築
し
た
人
脈
等
で
、
異
業
種
の
人
た
ち

と
の
交
流
や
、
同
期
入
社
の
仲
間
た
ち
と

�

菅
原 
直
好

�

　

相
模
原
市
南
区　

昭
和
16
年
生　

元
設
備
部

現
役
時
代
の
人
脈
を
大
切
に

　
　

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

の
懇
親
会
「
３
９
会
」
等
、
特
に
学
生
時

代
の
旧
友
た
ち
と
は
、
年
２
回
の
同
期
会

を
続
け
近
況
報
告
と
と
も
に
歴
史
探
訪
、

グ
ル
メ
巡
り
等
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

③
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
、趣
味
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
下

さ
る
役
員

や
事
務
局

の
方
々
に

感
謝
し
、

セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を

楽
し
く
過

ご
す
た
め

に
健
康
寿

命
を
伸
ば

さ
れ
る
よ

う
お
互
い
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

④
旧
徳
山
市
を
東
京
転
勤
で
離
れ
約
35
年

に
な
り
ま
す
。
新
幹
線
で
九
州
方
面
に
旅

行
す
る
度
に
、
車
中
か
ら
以
前
住
ん
で
い

た
東
山
町
の
家
を
展
望
し
ま
す
。「
に
っ

し
ん　

オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」を
見
な
が
ら
、

苦
楽
を
共
に
過
ご
し
た
「
徳
山
工
場
、
周

南
製
鋼
所
時
代
」
の
こ
と
を
走
馬
灯
の
如

く
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

昨年４月39会の横須賀旅行で（本人前列左２番目）

�

仁
木 

達
雄

�

　

山
口
市
大
市
町　

昭
和
19
年
生　

元
本
社

毎
朝
新
聞
は
て
い
ね
い
に
読
み

　
　
　
　
　

世
の
動
き
に
敏
感
に

①
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
い
っ
た
持
病
以
外

に
も
年
相

応
に
あ
ち

こ
ち
の
ほ

こ
ろ
び
で

毎
月
医
者

の
管
理
下

な
が
ら
、

そ
れ
な
り

に
健
康
を

保
っ
て
お

り
ま
す
。

標
準
体
重

維
持
の
た
め
、
食
事
と
少
々
の
運
動
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

②
毎
朝
新
聞
は
て
い
ね
い
に
読
む
習
慣
で

世
の
動
き
に
敏
感
で
あ
り
た
い
と
。
ノ
ル

マ
的
な
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
由
な

時
間
は
出
歩
い
た
り
、
旅
行
も
時
々
脱
日

常
で
。
終
活
を
兼
ね
て
読
め
な
か
っ
た
本

を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
心
安
ら
ぐ
の

は
愛
猫
と
の
穏
や
か
な
時
間
。

③
地
域
に
根
差
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の

社
会
貢
献
は
立
派
で
す
。
日
新
マ
ン
だ
っ

た
誇
り
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

�

迫
田　

巧

�

　

光
市
岩
田　

昭
和
７
年
生　

元
保
全
課

体
を
動
か
す
こ
と
と
定
期
検
診
が
大
切

　
　
　
　

剪
定
や
温
泉
巡
り
が
楽
し
み

①
３
年
前
頃
、
典
型
的
な
腰
椎
ス
ベ
リ
症

と
な
り
服
薬
と
溺
れ
る
者
は
藁
を
も
掴
む

思
い
で
健
康
食
品
を
併
用
し
ま
し
た
。
今

は
動
け
る
よ
う
に
な
り
医
師
か
ら
は
、
テ

レ
ビ
の
前
に
座
ら
な
い
で
働
け
と
指
導
さ

れ
て
い
ま
す
。
働
く
こ
と
が
筋
肉
の
衰
退

を
防
ぎ
ス
ベ
リ
症
に
有
効
の
よ
う
で
す
。

②
ス
ベ
リ
の
方
は
１
㎜
た
り
と
も
戻
っ
た

わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
。
理
論
的
に
は

戻
る
は
ず
は
な
い
と
考
え
た
も
の
の
淡
い

期
待
も
あ
っ
た
。
し
か
し
働
く
こ
と
が
治

療
と
は
幸
い
で
環
境
保
全
に
精
を
出
し
て

い
ま
す
。
伸
び
た
植
木
を
如
何
に
セ
ン
ス

よ
く
剪
定
す
る
か
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
合
間
に
は
老
妻
と
鄙
び
た
温
泉
巡
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

③
有
力
新
聞
の
統
計
に
よ
る
と
健
康
食
品

を
使
う
人
は
６
割
に
達
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
健
康
食
品
の
広
告
に
は
同
じ
症
状
に

悩
む
人
の
体
験
談
・
天
然
・
自
然
・
ソ
フ

ト
等
の
患
者
を
魅
了
す
る
字
句
が
な
ら
ん

で
い
ま
す
。
使
い
た
く
な
る
気
持
ち
は
わ

か
り
ま
す
。
あ
る
面
で
は
効
果
も
否
定
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
リ
ス
ク
の
恐
れ
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
お
い
て
事
前
の
対
応
が
必
要

で
す
。
私
の
場
合
定
年
後
、
定
期
的
に
受

け
て
い
た
血
液
検
査
で
腎
機
能
の
低
下
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
大
事
に
い
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

�

岩
見 

松
生

�　

熊
毛
郡
田
布
施
町　

昭
和
15
年
生　

元
製
鋼
課

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

　
　

健
康
維
持
に
お
勧
め
し
ま
す

①
朝
と
夕
方
、
６
～
７
㎞
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。

②
月
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。

③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
15
年
継
続
中

で
す
。
健
康
に
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
お

勧
め
し
ま
す
。

④
特
に
な
し
。

�

中
村 

定
幸

�　

周
南
市
河
内
町　

昭
和
32
年
生　

元
中
四
国
支
社

適
度
な
運
動
に
ゴ
ル
フ

�

Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
に
も
参
加
し
た
い

①
健
康
状
態
は
良
好

で
す
。
食
べ
過
ぎ
な

い
こ
と
と
、
適
度
な

運
動
を
す
る
こ
と
。

②
ゴ
ル
フ
と
小
さ
な

畑
で
野
菜
を
作
る
こ

と
。

③
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
Ｏ
Ｂ
会
で
お

会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
参
加
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

④
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

台湾美麗華ゴルフ場にて（本人左）

�

井
川　

孝

�

　

柳
井
市
神
代　

昭
和
22
年
生　

元
研
究
部

趣
味
で
始
め
た
表
装
が
高
じ

　
　
　
　

お
寺
の
掛
け
軸
を
修
復

①
雇
用
延
長
終
了
後

に
親
か
ら
引
継
い
だ

山
、
田
畑
の
耕
作
は

奥
が
深
く
、
無
農
薬

の
有
機
肥
料
栽
培
、

草
刈
作
業
（
刈
り
取

り
エ
ネ
ル
ギ
ー E

=
1
/2

m
v
2 

を
考
え
な

が
ら
・
・
）
を
す
る
と
と
も
に
、
先
輩
前

任
者
の
後
を
継
い
で
、
関
連
会
社
で
週
２

日
程
度
の
冶
金
調
査
的
業
務
の
パ
ー
ト
出

勤
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
事
が
無

理
な
く
続
く
よ
う
節
制
生
活
を
し
、
昔
の

脊
髄
神
経
系
疾
患
も
今
の
と
こ
ろ
再
発
無

く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。（
内
助
の

功
も
大
）

②
約
５
年
前
、
周
防
大
島
で
の
『
表
装
講

座
』
を
知
り
、
掛
け
軸
作
り
を
始
め
ま
し

た
。
軸
の
本
紙
は
印
刷
物
で
し
た
が
、ネ
ッ

ト
購
入
の
真
作
め
く
り
も
手
掛
け
る
様
に

な
り
、
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。
２
年
前

に
知
人
か
ら
、
お
寺
が
保
存
す
る
約
２
０

０
年
前
の
畳
３
畳
大
の
涅
槃
像
掛
け
軸
が

虫
食
い
状
態
と
な
り
、
修
復
の
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
講
座
の
先
生
の
助
力
を
頂
い

て
、
３
か
月
で
鑑
賞
で
き
る
状
態
に
修
復

で
き
た
時
は
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、

良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
趣
味
に
よ
る
気
力
維
持
改
善
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
表
装
講
座
受
講
の
希
望
や
、

掛
け
軸
本
紙
を
格
安
譲
渡
頂
け
る
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
連
絡
下
さ
い
。

④
特
に
な
し
。

�

武
部 

一
男

�

　

北
九
州
市
八
幡
西
区　

昭
和
23
年
生　
　

�

元
設
備
部
設
備
技
術
課

健
康
維
持
の
た
め
の
野
菜
作
り
を

�　
　
　
　
　
　

楽
し
ん
で
い
ま
す

①
最
近
、
左
肩
の
腱
板
断
裂
、
右
膝
の
半

月
板
断
裂
。
健
康
維
持
の
為
、
全
粒
粉
の

パ
ン
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
玄
米
で
夕
食
は

お
か
ず
の
み
で
、
糖
質
ゼ
ロ
の
焼
酎
を
飲

み
ま
す
。
ま
た
近
く
の
プ
ー
ル
で
30
分
以

上
歩
く
こ
と
が
日
課
で
す
。

②
痴
呆
の
有
る
母
の
介
護
、
母
と
自
分
の

病
院
通
い
。
週
２
回
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
で
の

練
習
、
そ
し
て
エ
ン
ゲ
ル
係
数
を
下
げ
る

こ
と
と
キ
ク
イ
モ
（
イ
ヌ
リ
ン
が
豊
富
な

糖
尿
病
対
策
の
食
物
）
を
主
に
作
る
た
め

に
30
㎡
の
市
民
農
園
を
借
り
て
い
ま
す
。

キ
ク
イ
モ
は
血
糖
値
抑
制
野
菜
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
定
期
検
査
で
血

糖
値
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）
が
下
が
っ
た
時
に

医
師
か
ら「
何
か
運
動
か
食
事
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、

「
キ
ク
イ
モ
を
酒
の
つ
ま
み
に
食
べ
て
い

ま
す
」
と
答
え
る
と
「
そ
れ
何
で
す
か
そ

ん
な
も
ん
知
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
の
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で
本
当
に
効
く
の
か
分
り
ま
せ
ん
が
、
良

い
と
思
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。
今
年
の
キ

ク
イ
モ
は
夏
の
異
常
気
象
で
全
て
枯
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
農
園
で
は
芋
、
ヤ
ー
コ

ン
、
玉
ね
ぎ
、
大
根
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ニ
ク　

家
の
本
社
工
場
で
は
モ
ロ
ヘ
イ

ヤ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド

ウ
、春
菊
、レ
タ
ス
等
を
気
分
任
せ
で
作
っ

て
い
ま
す
。
作
業
し
て
い
る
時
が
一
番
気

楽
で
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
雑
草
を
抜
き

な
が
ら「
ケ
セ
ラ
セ
ラ
」「
君
の
行
く
道
は
」

な
ど
を
い
つ
の
間
に
か
口
笛
で
吹
い
て
い

ま
す
。
隣
の
お
ば
さ
ん
に
野
菜
作
り
で
は

褒
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
「
口
笛
が
お
上
手
で

す
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
汗
を
か
い
て
い
ま

す
。
昼
の
弁
当
は
安
く
て
も
最
高
で
す
。

写
真
は
11
月
の
芋
ほ
り
の
時
の
も
の
で
、

成
績
は
60
～
70
％
で
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
芋
づ
る
は
良
く
取
れ
ま
し
た
。

大
根
葉
や
芋
づ
る
な
ど
の
付
属
物
を
作
る

の
が
う
ま
く
？
近
所
の
人
に
分
け
て
あ
げ

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

③
幅
広
く
い
ろ
ん
な
方
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

④
55
才
の
頃
、
狭
心
症
の
手
術
を
し
ま
し

た
。
若
い
う
ち
に
手
術
を
し
薬
を
飲
み
始

め
、
食
事
に
も
注
意
す
る
よ
う
に
な
り
、

今
は
ほ
と
ん
ど
問
題
有
り
ま
せ
ん
。
血
管

の
つ
ま
り
は
歳
を
取
れ
ば
大
な
り
小
な
り

必
ず
起
き
ま
す
。
私
が
手
術
し
た
小
倉
記

念
病
院
の
医
師
は
、「
ち
ゃ
ん
と
病
院
に

か
か
れ
ば
心
臓
で
命
取
り
に
な
る
こ
と
は

有
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
早

め
の
診
察
を
お
勧
め
し
ま
す
。

キクイモとキクイモチップ
（スライスして天日乾燥後100℃で

30分位オーブン乾燥）
酒のツマミに最高の健康食品？

趣味グループ
活動報告

２

釣

り

９
月
に
計
画
し
た
ア
ジ
釣
り
は
天
候
不
良

に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。
次
回
を
お
楽
し

み
に
。

�

担
当
幹
事　

國
本 

恒
保　

徳
原 

雅
士

ウ

ラ

グ

ン

ド

ゴ

ル

フ

バ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
三
丘

�　

公
認
コ
ー
ス
で
忘
年
ラ
ウ
ン
ド

お
楽
し
み
は
、
収
穫
し
た

　
　
　
　

新
鮮
な
野
菜
で
の
懇
親
会

◯
11
月
10
日　

日
新
グ
ラ
ウ
ン
ド　

12
名

参
加

◯
12
月
１
日　
「
バ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
三
丘
」

（
周
南
市
小
松
原
）
の
周
南
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
（
公
認
コ
ー
ス
）
に
て
ク
ラ
ブ

の
忘
年
会
を
兼
ね
て
、８
ホ
ー
ル
×
５
コ
ー

ス
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
約
３
時

間
の
プ
レ
ー
終
了
後
、「
バ
ー
デ
ン
ハ
ウ

ス
三
丘
」
で
成
績
発
表
と
賞
品
授
与
を
行

い
昼
食
後
に
解
散
、
温
泉
を
楽
し
む
人
も

い
ま
し
た
。
10
名
参
加

担
当
幹
事

　

樫
本
修
治

　

佐
藤
隆
策

バーデンハウス
三丘にて

菜

園

担
当
幹
事　

福
田
勤　

吉
光
啓
輔　

山
本
裕
彦

7/12 収穫した枝豆で懇親会

12/17 芋煮会
収穫は楽し

フ

ル

ゴ日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

第181回大会　７月24日
徳山国際CC　38名参加

優勝　原田博明　79 H13 66（写真中）
２位　藤井健一　73 H  6 67（左）
３位　高橋照次　87 H19 68（右）

第182回大会　９月27日
周防CC　49名参加

優勝　藤井成紀　79 H13 66（写真中）
２位　田中一好　87 H20 67（左）
３位　牛見　隆　81 H14 67（右）

第183回大会　11月22日
中須GC　55名参加

優勝　石井百合男　87 H19 68（左上）
２位　小川博己　　79 H10 69（左）
３位　河野龍秀　　79 H10 69（右）

１
年
間
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
出
来
ま
し
た
。
７
月
は
猛

暑
で
し
た
が
、
熱
中
症
に
な
ら
れ
た
方
も
な
く
、
ひ
と

安
心
で
し
た
。
今
年
は
６
・
７
・
８
月
を
避
け
て
の
開

催
予
定
で
す
。　

�

担
当
幹
事　

河
野
龍
秀　

高
光
修
司

囲

碁

前
後
期
通
じ
リ
ー
グ
戦
１
位

　
　
　
　
　
　
　

戎　

誠
治
さ
ん

第
185
回　

７
月
18
日　

懇
親
例
会
の
当
日
戦
結
果

　
　
　
　
（
於
、
岐
山
倶
楽
部
）
12
名
参
加

　
　
　
　
　
　

１
位　
　
　

芦
刈　

栄

　
　
　
　
　
　

２
位　
　
　

中
川
卓
夫

　
　
　
　
　
　

３
位　
　
　

青
木　

勇

第
186
回　

８
月
22
日　
　
　

９
名
参
加

第
187
回　

９
月
19
日　
　
　

10
名
参
加

第
188
回　

10
月
17
日　
　
　

10
名
参
加

第
189
回　

11
月
21
日　
　
　

10
名
参
加

第
190
回　

12
月
26
日　
　
　

11
名
参
加

後
期
リ
ー
グ
個
人
戦
結
果

　
　
　
　
　
　

１
位　
　
　

戎　

誠
治

　
　
　
　
　
　

２
位　
　
　

小
林
哲
士

　
　
　
　
　
　

３
位　
　
　

中
川
卓
夫

後
期
最
多
対
局
者　

34
局　

青
木　

勇

�

担
当
幹
事　

落
合
市
郎

７月懇親例会参加者と、
１位の芦刈さん（写真右）。
碁会後、楽しい一時を
過ごしました。

将

棋

◯
例
会　

９
月
26
日　

５
名
参
加

◯
第
２
回
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　

11
月
23
日　

11
名
参
加

Ａ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　
　

渡
邉　

勲

　

準
優
勝　

渡
邊
輝
明

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　
　

堀　

幸
一

　

準
優
勝　

落
合
市
郎

Ｃ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　
　

濱
口
憲
治

　

準
優
勝　

宇
佐
川
哲
雄

平
成
最
後
の
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦
を
、
11
名

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
Ｂ
グ
ル
ー

プ
が
大
接
戦
と
な
り
堀
さ
ん
が
二
転
三
転
の

激
戦
を
制
さ
れ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

�

担
当
幹
事　

磯
崎
卓
司　

久
保
富
彦

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る

　
　
　
　

よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す

毎
回
ス
ト
レ
ス
解
消
し
て
い
ま
す

周
南
市
橋
本
町
「
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
」
に
て

�

17
時
か
ら

◯
７
月
11
日　

例
会　

15
名
参
加

◯
９
月
12
日　

例
会　

15
名
参
加

◯
12
月
12
日　

例
会　

17
名
参
加

今
年
最
後
の
例
会
は
通
算
１
４
２
回
目
で
、

松
本
輝
之
さ
ん
の
米
寿
祝
い
と
忘
年
会
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ケ

オ

ラ

カ

芸

陶毎
週
日
曜
13
時
～
16
時
。
周
南
市
戸
田
陶
房

「
春
」
に
て
開
催
。
成
形
で
は
基
本
形
の
習

熟
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
先
生
の
指
導
の
も

と
、
各
自
の
創
意
を
生
か
し
つ
つ
新
し
い
作

品
へ
と
展
開
し
て
い
ま
す
。
又
、
難
し
さ
を

痛
感
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
意
見
交
換
し
あ

い
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

�

担
当
幹
事　

岩
山
要
治　

河
嶋
龍
彦

�

担
当
幹
事　

原
田　

亮　

浅
田
幸
雄

創
作
へ
の
展
開
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

12月例会
参加者

7月12 11 10 9 8

菜園クラブ　後半期の作物と作業

里芋

落花生

間引・草取・追肥・土寄

追肥・土寄

草取・追肥・土寄

草取・追肥・土寄

草取・土寄

草取・土寄

玉ねぎ

枝豆

耕転・畝作

収穫 種蒔・植付け

大根・かぶ

12

12

12

18

18

18
9

25
13

21

27

27

27

10
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◆　

編
集
後
記　

◆

・
第
35
回
Ｏ
Ｂ
総
会
は
、
関
東
地
区
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
多
数
の
Ｏ
Ｂ
諸

兄
が
集
い
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
元
気
で
再
会　

楽
し
い
総
会　

笑
顔
の

輪
』
の
も
と
、
お
互
い
の
近
況
等
に
話
が
弾
み
和
や
か
な
総
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
総
会
も
事
務
局
の
事
前
準
備
と
、
当
日
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に

よ
り
「
総
会
は
短
く
懇
親
会
は
時
間
を
取
っ
て
」
と
い
う
皆
様
の
要
望
に
も

応
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
総
会
は
、
今
回
出

席
さ
れ
た
方
々
が
Ｏ
Ｂ
会
の
知
人
に
声
掛
け
を
し
て
頂
き
、
一
人
で
も
出
席

者
が
増
え
賑
や
か
な
総
会
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
林　

浩
一
）

・
12
月
中
旬
の
こ
と
で
し
た
。
お
願
い
し
て
お
い
た
原
稿
の
返
信
が
な
い
、

確
認
し
な
け
れ
ば
…
と
三
人
の
方
に
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。
Ａ
氏
と
Ｂ
氏
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
Ｃ
氏
は
封
書
で
す
で
に
返
信
済
み
と
の
返
事
で
し
た
。
し
か

も
11
月
中
の
こ
と
で
す
。
ア
リ
ャ
リ
ャ
リ
ャ
…
。
あ
り
ま
し
た
。
当
方
の
思

い
違
い
と
確
認
不
足
で
し
た
。
こ
れ
も
新
米
編
集
者
ゆ
え
の
手
抜
か
り
か
、

そ
れ
と
も
加
齢
現
象
で
し
ょ
う
か
。
年
末
の
気
忙
し
い
時
期
に
ご
心
配
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ご
容
赦
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。�（
吉
木
正
實
）

・
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
６
年
間
続
い
た
周
南
製
鋼
所
に
ま
つ
わ
る
風
景
ス

ケ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、「
周
南
再
訪
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
写
真
シ
リ
ー
ズ

に
刷
新
し
ま
し
た
。
地
元
に
こ
ん
な
場
所
、
こ
ん
な
行
事
、
こ
ん
な
珍
し
い

も
の
が
有
る
と
い
っ
た
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

・
投
稿
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
を
尊
重
し
て
編
集
す
る
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
へ
の
収
ま
り
を
調
整
す
る
た
め
に
止
む

を
得
ず
、
文
章
の
一
部
を
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
熊
﨑
範
男
）

新
地
区
情
報
連
絡
員
紹
介

宇
佐
川
哲
雄
さ
ん
よ
り
引
き
継
ぎ
、
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
自
治
会
で
は
民
生
委

員
、
児
童
委
員
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
安
全
で

住
み
や
す
い
町
内
に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
定
年
退
職
し
10
年
。
ゴ
ル
フ
、
野
菜
な
ど

を
作
っ
て
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

�

（
周
南
市
城
ケ
丘　

昭
和
23
年
生　

元
精
整
課
）

藤
井
一
明
（
周
南
地
区
担
当
）

10
月
１
日　

藤
本
千
幸
さ
ん

　
　
　
　
　

大
利
信
之
さ
ん

　
　
　
　
　

森
本
達
二
さ
ん
（
以
上
３
名
）

新
規
入
会
者

事
務
局
だ
よ
り

平
成
30
年
３
月
７
日　

西
田
良
策�

（
88
）

　
　
　
　

４
月
１
日　

宮
崎
茂
男�

（
86
）

　
　
　
　

４
月
15
日　

小
村
柾
志�

（
76
）

　
　
　
　

５
月
16
日　

藤
澤
杉
夫�

（
91
）

　
　
　
　

７
月
４
日　

福
田　

宏�

（
80
）

　
　
　
　

７
月
21
日　

丸
橋
茂
昭�

（
84
）

　
　
　
　

９
月
11
日　

灘　

徳
生�

（
83
）

　
　
　
　

９
月
29
日　

杉　

一
清�

（
80
）

　
　
　
　

10
月
10
日　

金
子
喜
三
郎�

（
91
）

　
　
　
　

10
月
23
日　

藤
井
重
昭�

（
62
）

　
　
　
　

11
月
５
日　

古
木
澄
雄�

（
69
）

　
　
　
　

11
月
９
日　

清
木
正
行�

（
96
）

　
　
　
　

11
月
25
日　

山
県
一
美�

（
76
）

　
　
　
　

11
月
26
日　

中
西　

錬�

（
75
）

　
　
　
　

11
月
29
日　

久
楽
輝
夫�

（
84
）

　
　
　
　

12
月
７
日　

中
村
博
美�

（
82
）

　
　
　
　

12
月
10
日　

北
村
阪
雄�

（
92
）

　
　
　
　

12
月
11
日　

弘
中
信
義�
（
74
）

　
　
　
　

12
月
17
日　

守
富　

慧�
（
85
）

�

（
以
上
19
名
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

会
員
物
故
者

（
８
７
３
名
）

平
成
30
年
12
月
末
会
員
数

◯
昨
年
12
月
に
防
府
天
満
宮
で
行
わ
れ
た
山
口
県

総
合
芸
術
文
化
祭
短
歌
大
会
に
て
、
福
本
和
夫
さ

ん
の
作
品
が
特
選
十
首
の
中
の
一
つ
、
防
府
天
満

宮
宮
司
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
句

　

燃
料
の　

切
れ
て
止
ま
り
し　

草
刈
機

　

補
充
し
て
ま
で　

残
り
は
刈
れ
ぬ

�

担
当
幹
事　

山
本
靖
彦

歌

短秋
の
日
の
　
穏
か
な
れ
ば
　
角
島
の

岸
辺
に
我
ら
　
弁
当
を
食
む

�

岡
本
　
義
明

こ
と
さ
ら
に
　
北
朝
鮮
の
　
危
機
を
言
ひ

つ
の
り
ア
メ
リ
カ
の
　
兵
器
買
ふ
の
か

�

福
本
　
和
夫

日
本
を
　
含
む
大
国
の
　
横
暴
が

青
き
地
球
を
　
滅
ぼ
す
か
も
知
れ
ぬ

�

山
本
　
靖
彦

待
ち
わ
び
し
　
恵
み
の
雨
の
　
降
り
し
朝

苺
の
苗
の
　
み
ど
り
勢
ふ

�

吉
本
　
健
一

毎
月
第
２
火
曜
日
９
時
30
分
よ
り
正
午
ま
で
、
各

自
持
ち
寄
っ
た
七
首
に
つ
い
て
批
評
会
を
持
ち
ま

し
た
。
各
自
持
ち
寄
り
の
作
品
か
ら

24


